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2014年答志島奈佐の浜海岸大清掃：300人が力合わせて清掃

第4匡】ごみと水を考える集い．全ての参加団体が活動を報告

ごみがどこから来て どこに流れ着き

みをつくり出すのは人間です

勢湾の人々との活動と交流により ごみをつくり

出さない社会をめざして行動し考えましょう
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